
重
点
的
効

果
を
ね
ら
い
一
成
 

一
 

無
昨
年
比
二
 
八五
〇
万
円
増
 

成
 

発行所 五所川原市役所 

電話（代）2・11 ~ 
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輔
瀬
舞
欝
発
「霧
れ
 

簾
」
 

」
一
一
 

議
豪
一
 

奄
h
 

舞
醸
蕪
職
【護

案
議
麟
議

嚇
畿
譲
議
騰
譲
臓
議
 

市 の 人 口 

(2月末現在） 

総人口 49・742 
男 	24・283 
女 	25・459 
世帯数 	9・307 

次
に
特
別
会
計
も
】
二
九
万

一
千
円
の
赤
宇
で
す
が
、
支

払
繰
延

一
一
九
〇
万
円
を
加

え
る
と
実
質
赤
字
は
一
三

一

九
万
一
千
円
と
な
り
ま
す
。
 

平
和
博
決
算
は
再
三
、
再
四

に
わ
た
つ
て
報
告
し
御
相
談

致
し
て
お
り
ま
す
が
、
最
終

総
決
算
予
算
額
は
三
七
二
六
 

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

財
政
再
建
計
画
変
更
に

つ
い

て
は
，
昨
年
策
定
の
十
カ
年

計
画
実
施
第
一
年
度
に
お

い

て
、
既
に
相
当
の
成
果
を
上

げ
、
事
業
面
に
つ
い
て
も
、
 

第
二
年
度
の
計
画
は
当
初
の

原
案
に
対
し
て
大
巾

e
変
更

を
可
能
と
す
る
喜
ぶ
べ
き
段
 

万
九
千
円
と
な
つ
て
お
り
、
 

支
出
済
額
三
億
九
七
四
人
万

五
千
円
で
差
引
一
億
ー
ー
ーハ

万
六
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
ほ
か
支
払
繰
延

べ
総
額
二
九
九
二
万
円
が
あ

り
ま
す
の
で
実
質
赤
宇
の
総

額
は
一
億
四
一
五
八
万
六
千

円
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
 

万
円
、
収
入
済
額
は
三
七

一
一

六
万

一
千
円
で
形
式
的
赤
宇

だ
け
で
も
四

二
六
一
万
四
千

円
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
大
小
幾
多
の
疑
間
が

あ
り
、
監
査
員
の
意
見
書
な

ど
に
つ
い
て
今
後
法
令
に
従

つ
て
善
処
す
る
と
の
条
件
付

決
算
書
と
し
て
認
定
し
て
い
 

階
に
到
達
致
し
ま
し
た
．
 

こ
れ
は
幸
い
に
し
て
政
府
の

格
段
の
援
助
と
鵬
員
各
位
の

協
力
、
全
市
民
の
奮
起
の
賜

も
の
と
深
く
感
謝
致
す
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

最
後
に
昭
和
三
十
五
年
度
の

一
枚
会
計
予
算
並
び
に
特
別

会
計
予
算
は
財
政
再
建
第
一
一
 

山
内
市
長
提

案
理
由
 

般会計予算 
昭和 35 年度 
一
 

才 	 入 

1 市 	 税 1
3
0
.
2
1
1
.
0
0
0
 
1
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2 地方交付税 I 
っ公営企業及び 

	

ノ “」． 	血 	，‘” 	, 

	

只う 	厘 	凡× 	ノ、 

4 分担金及負担金 
5 使用料及手数料 
6 国庫支 出金 I 70.182.900 22.6 
7 県 支 出 金 2.701.788 0.9 
8 寄 	付 	金 143.300 0.0 
9 雑 	収 	入 4170.000 1.6 

10 市 	 債 18.300.000 I 5.9 
才 入 合 計 I 311.152'432 ~ 100 .0 

才 	 出 

1 議 	会 	費~ 5671 .142 1.8% 
2 市 役 所 費 54.067.044 17.4 
3 消 	防 	費 18.407.640 5.9 
4 土 	木 	費~ 14.293.000 4.6 
5 教 	育 	費 52.465.805 16.9 

6 藷会議労豊 87.688. 428 b28 .2 

7 保健衛生費 4.647.779 
8 産業経済費 I 	19.556.854 &3 
9 財 	産 	費 ~ 	・ 1.100. 000 0.4 

10 統計調査費 《一
  6
2
 
8
.
 

如
 

●
 
、
 

 0
0
 
2
,

8
  

11 選 	挙 	費 I 	2.511・695 ．
  

12 公 	債 	費 1 	27.219・810 8.7 
13 諸 支 出 金 1 	21.122.640 6.8 
14 予 	備 	費 ~ 	1・772.055 ひ5 

才 出 合 計 I 	311・152.432 100.0 

日
．
 

に
ノ
 
，
 

4
‘

【
 

に
ノ
 
『
 

つ
ノ
 
．
 

和
》
 

日
 

に
ノ
 

月
 

年
度
で
特
に
収
支
の
均
衡
を

維
持
し
な
が
ら
市
民
の
要
望

に
応
え
た
い
と
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
検
討
を
加
え
た
も
の

で
す
。
 

中
に
も
教
育
、
産
業
、
士
木

な
ど
に
向
け
ら
れ
た
過
去
数

力
年
の
予
算
は
と
も
に
満
足

す
べ
き
も
の
が
な

か
つ
た
だ
 

ー

”
】n】
”
一
 
四
年
度
、
三
十
‘
年
肥
各
百
 

け
に
限
ら
れ
た
財
源
で
勢
一

杯
工
夫
を
し
ま
し
た
。
 

総
予
算
額
は
三
億
一
一
一
五

万
二
千
円
と
な
り
、
昭
和
三

十
四
年
度
当
初
予
算
に
比
ぺ

二
八
五
二
万
五
千
円
も
の
増

額
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
各

款
と
も
若
千
の
増
額
を
見
込

ん
で
配
分
し
た
つ
も
り
で
す

が
、
そ
の
ほ
か
は
社
会
労
功

施
設
費
の
大
き
な
自
然
増
も

あ
り
、
お
よ
そ
前
年
度
に
比

し
て
僅
少
の
増
額
に
止
り
ま

し
た
。
 し
か
し
実
質
的
に
は

事
業
費
に
お
い
て
，
都
市
計

画
と
も
あ
わ
せ
て
八
二
〇
o
 

万
円
に
も
上
つ
て
お
り
、
財

政
再
建
準
用
団
体
と
し
て
は

恥
し
く
な
い
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
こ
と

は
断
言
し
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

一
 

 第
四
十
回
定
例
会
の
一
般
質
問

に
は
木
村
千
代
吉
、
寺
田
義
雄

土
岐
伝
吉
、
岩
崎
冨
雄
、
斎
藤

昇
、
山
谷
満
広
、
福
士
孝
一
、
 

・西
谷
美
佐
雄
、
櫛
引
留
吉
、
松
 

】
本
与
三
郎
、
小
田
桐
源
太
郎
の
 

・

十
一
議
員
が
立
ち
、
質
疑
を
お
 

【
こ
な
つ
た
。
質
問
お
ょ
び
市
長

の
答
弁
は
お
ょ
そ
次
の
通
り
。
 

木
村
千
代
吉
議
員
‘
:
e消
防

施
設
強
化
に
つ
い
て
、
〇
戸
籍

関
係
事
務
の
分
離
に
つ
い
て
．
 

。
検
察
庁
庁
舎
に
つ
い
て
 

＠
市
道
の
整
備
に
つ
い
て
。
 

”
 
山
内
市
長
…

e
就
任
以
来

1
1
一
 

‘
 
カ
年
計
画
を
た

て
て
強
化
を
 

《
 
図
つ
て
い
る
。
今
も
つ
と
も
 

一
灘
）m「
）
難）
 

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
三
十
 

昭

《
 
本
鵬
会
は
本
年
度
最
終
の
定

”
 
例
会
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
 

，
 
こ
の
機
会
に
提
出
す
る
四
十
 

”
 
六
件
の
議
案
の
第

一
は
決
算

げ
可
【
 
で
す
。
 

山
認
”
 
昭
和
三
十
三
年
度
決
算
に
つ
 

鷲
（
瀞
獄難
一
 

伺
巨
》
 
年
匿
か
ら
保
留
さ
れ
て
い
た

傷

一
 
野
柳
知
加
知
加出
む
れ
引
引
 

昭
和
三
1
三
年
度

一
般
会
計
 

に
つ
い
て
は
予
算
四
億
三
七
 

1
 

九
六
万
五
千
円
に
対
し
‘
実
 

U
 

質
才
人
額
は
二
億
八
五
八

一
 
 

金
が
一
入
五
O
万
円

J徴
税
費

が
二
五

一
万
円
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
充
当
し
た
財
源
は
市
税

で
現
行
税
率
に
よ
り
若
千
の
自
 

務
競
薮
鉱
誌
転
一
 

比
一

O
O万
円
の
増
、
財
産
収

入
で
二
五

O
万
円
、
使
用
料
、
 

手
数
料
一
三
入
七
万
円
（
こ
の

う
ち
住
宅
使
用
料
一

O
〇
〇
万

円
）
国
庫
支
出
金
七

O
一
八
万

円
県
支
出
金
二
七

O
万
円
、
寄

附
金
一
四
万
円
、
雑
収
入
七
四

八
七
万
円
、
市
債
一
八
三

O
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
現
行
制
庭
に
よ
 

万
円
で
約
三
百
本
の
ホ
ー
ス

を
用
意
し
着
々
と
強
化
が
な

さ
れ
て
い
る
。
 

②
今
後
十
分
研
究
し
結
論
を
出

し
た
い
。
 

O
こ
の
件
は
昨
年
十
月
ご
ろ

す
で
に
打
合
せ
済
み
で
あ
り

そ
れ
に
都
市
計
画
線
上
で
も

あ
る
の
で
、
地
元
選
出
の
三

和
代
階
士
と
も
話
合
つ
て
見

通
し
は
非
常
に
あ
か
る
い
。
 

吉
田
建
設
課
長
…
＠
市
道
の

整
備
は
都
市
計
画
や
五
カ
年

計
画
で
も
つ
て
計
画
的
に
お

こ
な
つ
て
い
る
。
 

寺
田
義
雄
議
員

i
〇
駅
の
増

改
築
並
び
に
貨
物
集
約
駅
期
威

同
盟
会
を
結
成
に
つ
い
て
②
下

平
井
町
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

山
内
市
長
…

e
秋
田
管
理
局

に
も
行
つ
て
交
渉
は
進
め
て
い
 
 

り
算
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

つ
ぎ
に
特
別
会
計
で
は
都
市
計

画
事
業
会
計
で
道
路
の
新
設
改

良
お
ょ
び
市
道
舗
装
で
一
七
五

九
万
円
を
計
画
し
て
あ
り
ま
す

国
保
直
診
会
計
で
は
精
神
病
棟

建
設
二
〇
〇

O
万
円
、
看
護
婦

宿
舎
八
二
O
万
円
、
そ
の
他
国

保
事
業
、
水
道
事
業
、
公
益
質

屋
事
業
会
計
は
独
立
採
算
を
旨

と
し
て
そ
の
事
業
の
発
展
と
充

実
に
よ
り
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
計
画
し
て
あ
り
ま
す
。
 

る
。
 

〇
計
画
を
た
て
て
進
め
て
い

る
。
 

土
岐
伝
吉
富
員
…
〇
農
村
振

興
に
つ
い
て
、
②
青
年
教
育
の

助
成
に
つ
い
て
、
O
支
所
の
統

廃
合
に
つ
い
て
。
 

山
内
市
長
…

e
二
、
三
男
対

策
は
当
初
方
針
通
り
お
こ
な

つ
て
い
る
。
農
村
振
興
費
は

事
業
費
も
増
え
て
い
る
。
 

②
青
少
年
教
育
の
助
成
金
は
五

十
万
円
増
額
し
て
い
る
。
 

。
支
所
の
統
廃
合
は
計
画
し
て

い
る
。
 

岩
崎
富
雄
議
月
…

e
平
和
博

の
内
容
を
明
確
に
、
〇
住
宅
の

予
算
に
つ
い
て
、
O
県
営
、
国

営
工
事
と
し
て
政
治
カ
の
結
集

に
つ
い
て
。
 

山
内
市
長
・
・
白
今鵬
会
に
決
 
 

と
い
う
傾
向
を
も
つ
と
も
強

く
除
去
し
よ
う
と
い
う
の
が

私
の
第
一
方
針
で
あ
る
。
 

O
汚
物
処
理
は
市
民
の
協
力
が

第
一
で
お
る
。
具
体
案
は
現
在

製
作
中
。
 

＠
自
治
法
に
も
と
づ
い
て
早

急
に
解
決
し
た
い
p
 

国
都
市
計
画
な
ど
前
年
よ
り
三
 

、
四
倍
も
充
実
し
た
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
 

山
谷
満
広
議
員

：
'e
防
風
林

の
補
植
栽
培
の
必
要
に
つ
い
て
 
 

e
至
益
貿
屋
む
将
来
の
見
通

ー
 

に
つ
い
て
〇
五
所
川
原
市
北
小

新
築
移
転
な
ど
に
対
す
る
企
両

の
状
態
に
つ
い
て
＠
非
行
児
・

の
特
種
教
育
と
そ
の
施
設
に

h
 

い
て
．
 

山
内
市
長

…
e
三
カ
年
計
両

の
緑
化
運
動
の
ー
つ
と
し
て
《
 

る
。
 こ
れ
は
衛
生
、
文
化
の
岡

か
ら

一
石
三
鳥
と
い
う
も
の
。
 

〇
人
事
な
ど
も
検
討
し
お
こ
か
 

知
幕
鯨
喰
い
糸
篇
 

川
浪
教
育
長
：
自

北
小
は
冊
八

年
度
ま
で
に
メ
ド
を
つ
け
た
い

＠
特
別
施
設
は
必
要
だ
と
思
ち

が
難
問
題
で
あ
り
、
市
民
の
散

力
を
お
ね
が
い
し
た
い
。
 

塾
「灘
難
欝
 

に
つ
い
て
e
前
田
野
目
、
高
再

道
路
の
国
営
事
業
化
に
つ
い
て

山
内
市
長
…
e
四
月
一
日
か

ら
長
橋
に
は
補
充
す
る
話
合

い
が
つ
い
て
い
る
．
中
川
も

ど
う
に
か
し
て
三
十
五
年
庭

内
に
は
補
充
し
た
い
。
 

鰻

護
叫
離
器
 

②
三
十
六
年
度
か
ら
公
共
事
業

で
や
る
計
面
が
な
さ
れ
て
い
る
 

磁
「灘
鐘
醸
）
 

い
て
。
 

山
内
市
長
…
①
市
教
委
に
も
 

活
し
て
卒
業
の
紅
白
ま
ん
じ
ゆ

う
ぐ
ら
い
は
出
し
た
い
。
 

匡
訳
」
助
厳

t
た
い
が
予
算

上
出
来
な
い
。
 

④
農
村
振
興
が
な
れ
ぱ
、
結

局
は
商
工
に
か
え
つ
て
く
る

も
の
と
思
う
。
 

鶏
瞬
響
《燕
 

山
内
市
長
…
①
年
次
計
画
で

も
つ
て
お
こ
な
つ
て
い
る
。
 

③
最
協
育
成
は
も
う
す
で
に
農

協
自
身
が
整
備
に
乗
り
歯
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
と
思
う
。
 

一
 
千葉
選
管
長
…
③
立
合
人
の

一
 協
力
か
今

一
段
を
必
要
で
あ
 

ー
 
ると
思
わ
れ
る
。
 

可
毅
龍
識
唄
為
醗
 

ー
ズに
つ
い
て
。
 

山
内
市
長
…
①
最
近
は
改
善

さ
れ
て
き
た
と
喜
ば
れ
て
い
る

経
猫
も
核
値
か
高
い
と
こ
ろ
か

ら
、
他
町
村
ょ
り
若
干
多
く
か

け
て
い
る
。
 サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
特
に
看
護
婦
の
養
成
は
私
も

指
示
し
て
い
る
。
 

小
田
桐
源
太
郎
鵬
員
…
の
赤

川
堰
問
題
に
つ
い
て
。
 

山
内
市
長

…
①
受
け
入
れ
体

制
が
出
来
れ
ぱ
ど
う
に
か
な
る

よ
く
よ
く
研
究
し
て
み
る
，
 

た
点
で
あ
り
ま
す
。
 

各
款
の
予
算
額
は
別
表
で
ご
承

知
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
予
算

の
内
容
を
今
少
し
具
体
的
に
説

明
い
た
し
ま
す
。
 

事

業
関
係
及
び

主

要
経

費
 

市
役
所
費
で
は
梅
沢
集
会
所
建

設
費
一
五

O
万
円
、
 一
野
坪
集

会
所
建
設
費
二

O
万
円
 
前
田

野
目
小
学
校
及
び
同
部
落
電
話

架
設
費
五

一
万
円
で
あ
り
ま
す

消
防
費
で
は
防
火
水
槽
三
基
建

設
九

O
万
円
．
無
線
欄
三
六
万

円
、
そ
の
他
消
防
ガ
ソ
り
ン
ポ
 

ン
プ
、
ホ
ー
ス
の
購
入
等
で
あ

り
ま
す
。
 

土
木
費
で
は
道
路
新
設
改
良
費

一
六
六
万
円
、
橋
梁
新
設
改
良

費

一
五
二
万
円
、
国
道
舗
装
地

元
負
担
金

一
二
〇
万
円
、
そ
の

他
道
路
橋
梁
街
灯
費
等
で
九
八

〇
万
円
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す

教
育
費
で
は
三
好
中
学
校
屋
体

建
設
費
五
三
六
万
円
、
五
所
川

原
小
学
校
屋
体
建
設
費
八

八
〇

万
円
、
鶴
ケ
岡
小
学
校
屋
体
改

築
費
二
五
〇
万
円
、
三
好
中
学

校
用
地
買
収
費

二
四
万
円
、
栄

小
学
校
用
地
買
収
費
九

O
万
円

沖
飯
詰
小
学
校
用
地
買
収
六

o
 万

円
，
 一
野
坪
小
学
校
用
地
買

収
一
〇
万
円
、
長
橋
中
学
校
井

戸
施
設
事
業
費
八
万
円
．
 

小
学
校
費
で
一
五

二
四
万
円
，
 

中
学
校
費
で
八
六
三
万
円
、
高

等
学
校
費
で
一
三

一
万
円
、
公

民
舘
費
で
三
二
三
万
円
、
社
会

教
育
関
係
費
で
一
五

O
万
円
が

主
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

社
会
お
ょ
び
労
功
施
設
費
で
は

公
営
住
宅
建
設
七
五
戸
、
二
七

四
二
万
円
、
失
業
対
策
事
業
費

六
入
六
万
円
、
そ
の
他
事
業
費

で

一
一
七
万
円
、
生
活
保
護
費

四
三
〇
六
万
円
、
児
童
福
祉
費

三
〇
六
万
円
、
そ
の
他
社
会
福
 

祉
費
八
八
万
円
が
主
な
る
内
容

で
あ
り
ま
す
。
 

保
健
衛
生
費
で
は
事
粟
費
は
あ

り
ま
せ
ん
が
伝
染
病
予
防
費
六

人
万
円
、
結
核
予
防
費
六
九
万

円
、
ト
ラ
コ

ー
マ
予
防
費
四
1
1
1
 

万
円
、
汚
物
掃
除
費
一
二
六
万

円
、
環
境
衛
生
費
九
五
万
円
で

す
。
 

産
県
経
済
費
で
は
最
道
改
良
事

業
二
五

一
万
円
、
二
百
羽
養
鶏

施
設
奨
励
貸
付
金
二
〇
万
円
、
 

再
建
農
協
利
子
補
給
二
〇
万
円

新
最
村
建
設
事
業
八
四
八
万
円

畜
産
振
興
費
、
造
林
事
業
費
，
 

商
工
費
等
が
一
七
八
万
円
で
あ

り
ま
す
。
 

財
産
費
で
は
信
用
保
証
協
会
出
 損

金
五

O
万
円
、
公
用
お
よ
び

公
共
施
設
物
の
災
害
保
険
料
が

六
〇
万
円
で
あ
り
ま
す
。
 

統
計
調
査
費
で
は
国
勢
調
査
費

二
五
万
円
、
市
勢
要
覧
作
製
費

一
二
万
円
、
そ
の
他
各
種
指
定

統
計
調
査
費
で
あ
り
ま
す
。
 

選
挙
費
で
は
知
事
選
挙
五
〇
万

円
、
農
業
委
員
選
挙
四

一
万
円

で
あ
り
ま
す
。
 

公
債
費
で
は
起
債
元
利
償
還
金

一
七
七
七
万
円
、
 一
時
借
入
金

利
子
九
四
五
万
円
と
な
つ
て
い

ま
す
 

諸
支
出
金
で
は
赤
字
解
消
補
揖
 

財
政
再
建
二
年
目
を
む
か
い
た
 

市
 五
所
川
原
市
の
昭
和
三
十
五
年

度
予
算
は
財
源
の
重
点
的
配
分

に
よ
る
経
費
の
効
率
的
使
用
を

・
・
念
頭
に
財
政
購
造
の
敗
造
と
行

！
 
政
水
準
の
向
上
を
基
本
と
し
て

編
成
し
て
あ
り
ま
す
。
 

ー
 
と

く
に
前
年
度
と
比
較
し
て
 

1
 変
つ
た
点
を
ひ
ろ
つ
て
み
る
と

一
般
会
計
才
出
で
二
八
五
二
万
 

所
 円
の
増
額
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
内
容
は
事
業
費
で
一
五
〇
 

O
万
円
，
生
活
保
護
費
で
八
〇
 

i
O
万
円
、
教
育
費

（
経
常
費
）
 

I
 で
四
O
O万
が
増
額
さ
れ
行
政

水
準
向
上
の
経
費
に
充
当
さ
れ
 

山内 市長 

1
 

』
 

山
 

市
議
一
般
質
問
活
発
 

山
内
市
長
懇
切
に

答
弁
 

算
を
出
し
て
い
る
。
 

O
本
年
は
一
種
二
十
戸
、
二
種

五
十
五
戸
、
市
費
三
一
七
万
四
 

O
O
O
円
を
投
資
す
る
が
、
家

賃
は
年
に
一
千
万
円
も
上
つ
て

お
り
？
市
税
を
多
く
突
込
ん
で
 

い
る
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
が

今
後
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ

る
。
 

0
現
在
の
問
題
に
阿
部
堰
改

修
が
あ
る
が
、
原
県
議
ら
と

政
治
力
を
結
集
し
準
要
河
川

と
し
て
も
ら
う
こ
と
は
ほ
ぼ

確
定
的
で
あ
る
」
そ
の
必
要

性
は
十
分
に
考
え
て
い
る
。
 

斎
藤
昇
鵬
員

！
・O
本
町
、
新

町
、
田
町
、
栄
町
の
都
市
計
画

に
つ
い
て
〇
西
北
病
院
に
つ
い

て
〇
汚
物
処
理
に
つ
い
て
＠
旧

村
道
の
市
道
編
入
に
つ
い
て
、
 

国
継
続
事
業
、
補
助
事
業
に

つ

い
て
。
 

山
内
市
長
…

e
三
十
七
年
度
 

か
ら
お
こ
な
う
計
画
で
新
年
度

か
ら
具
体
的
な
資
料
を
ま
と
め
 

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
 

〇
第
一
の
内
部
の
清
掃
は
指
 

示
し
て
い
る
。
第
二
の
管
理
 

問
題
は
い
ろ
い
ろ
計
画
を
た
 

て
、
夜
警
の
強
化
も
新
年
慶

か
ら
考
え
た
い
。
第
三
の
肋
一
 

資
購
入
は
従
来
の
か
た
ょ
る
一
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一
雑
収
入
役
高
橋
昇
一
氏
癖
讐
幣
一
 

山
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刑
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一
ニ
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．
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手
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左
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P
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立
口
ま
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認
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ノ
 

‘
 

『
 

一
 

和
十
三
年
三
月
東
郡
野
内
小
学
校
教
員
 
昭
和
二
十
一
年
四
月
、
県
内
務
部
教
学
課
主
任
 
〉
 

”
 

印
十
三
羊
三
月
東
郡
野
内
小
学
陵
教
員
 
沼
和
二
十
一
年
四
月
、
県
内
務
部
教
学
課
主
圧
 
！
 
多
ノ
 

‘
 

助
 
役
須
郷
良
蔵
氏
瓢
「
｝
 

三
・
る
，
．
・・
ョI
」
ョ
．・
ョ
，・
ョ
，・
ョ
ア
ら
て
．
・
・
ョ
，
‘
・
】
1
1
？
・
■
．
，
・
三
、一
三
】
．
I
三
．
．‘
三
．‘
三
！
・
‘
〒一
己
，
‘一
 

用
施
設
。
 

予
防
巡

視
日
程
 

四
月
十
二
日
、
平
和
町
、
田
園

調
布
、
成
田
町
、
湊
住
宅
、
四

月
十
三
日
新
宮
町
．
未
広
町
、
 

幾
島
町
、
十
川
町
、
幾
代
森
住

宅
，
四
月
十
四
日
、
栄
町
、
田

町
、
四
月
十
五
日
、
下
平
井
町

四
月
十
六
日
、
元
町
、
鎌
谷
町
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
 

（
受
診
証
）
は毎
年
四
月
一
日

に
検
認
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お

り
ま
す
の
で
受
診
証
を
必
ず
保
 

い
誇
総
醸
縛
涛
認
就
で

濡
爵
醤
織
識
案
潟

m
一
 

、
 

引
揚
者
給
 

!
r
 

 
付

金
に
つ

ワ
 

は
で
 
い
て

は
昭
 

α
 
共
ま
 
和

三
十
一
一
 

鵬
鱗
鱗
 

弓
 

付

月
 
て
す

で
に

肋
」
 
給
五
 
大
多
数
の
 

I、
・
 

方

4
は
請
 

‘
一
 

求
手
続
き

を
終
り
受
給
さ
れ
て
お
り
ま
す
 

が
来
る
五
月
十
六
日
で
請
求
権

”
剖
ゆ
ね
川
 

わ
れ
た
。
 
プ
 
咽

が
な
く
な

m】
まけ
か
●
琳
「
は
画

「
は
」
り

1
 式
に
は
山
「
吊
長
を
は
じ
め
西
北
教
育
 
叫
 

象
難
纏
轍
鷺
 

午
後
四
時
三
十
分
ま
で
 
（
昼
休
み
は
零
時
よ
り
雰
時
三
十
分
中

で

）
土
曜
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
零
時
三
十
分
ま
で
 

市
役
所
の
執
務
加
雛
難
難
 

時
間
を
変
更
 

ブ
ーー

 

市

山
内

市

長
の
副

業
構

想
 

原
 

豚
鶏
キ
ノ
コ
で
農
村
ホ
ク
ホ
ク
 

］
 
ー

，
「
リ
 

三
ト
三

F
十
一

1
行
念
劣
帯

9て
 
岬
 

実
役
あ
る
人
 

三
、
軍
人
、
軍
属
の
在
職
期
間

と
公
務
員
の
在
職
期
間
を
通

算
し
て
十
七
年
以
上
実
役
の

あ
る
人
（
但
し
公
務
員
は
恩

給
法
の
適
用
を
う
け
る
も
の
 

)
 

試
験
は
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上

旬
ま
で
の
間
に
五
所
川
原
市
、
 

外
県
内
各
市
で
一
日
行
な
い
ま

す
。
入
隊
は
六
月
下
旬
、
入
隊

後
の
待
遇
は
被
服
食
事
支
給
の

上
、
営
（
艦
）
内
に
居
住
、
月

額
六
四

O
〇
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
モ
の
他
諸
手
当
も
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

く
わ

L
い
こ
と
は
市
役
所
民
生

課
に
問
合
せ
下
き
い
。
 

O
冊
の
図
書
を
揃
い
て
お
り
ま
 

一
  
市
人
事
異

動
一
 

す
る
こ
 る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日

o
 

と
に
な

各
地
区
に
は
左
記
日
程
に
よ
り

つ
て
お

係
員
が
出
張
検
認
致
し
ま
す
が

り
ま
す

都
合
の
悪
い
方
は
四
月
中
に
市

の
で
ど

役
所
保
険
課
に
お
い
で
下
さ
い

う
ぞ
ご
 
な
お
四
月
以
降
は
検
認
の
な
い
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

も
の
は
無
効
に
な
り
ま
す
か
ら
 

◇
査
察
す
る
も
の
…
ス
ト
ー
プ
 
ご注
意
下
さ
い
。
 

煙
突
、
火
焚
場
そ
の
他
火
気
使
 

記
 

市
が
法
務
大
臣
賞
 

外
人
登
録
事
務
成
績

優
良
で
 

昭
和
三
十
四
年
十
月
か
ら
同
年

O
法
務
大
臣
表
彰
 

十
二
月
ま
で
行
な
わ
れ
た
外
国

五
所
川
原
市
外
四
市
一
町
 

人
登
録
証
明
の
大
量
切
替
に
優

〇
法
務
省
入
国
管
理
局
長
表
彰
 

秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
団
体
及

五
所
川
原
市
役
所
民
生
課
堀
内
 

び
個
人
に
三
月
一
日
法
務
省
入

主
事
外
九
名
 

国
管
理
局
長
ょ
り
表
彰
さ
れ
た
 

の
問
題
は
い
ま
だ
に
そ
の
解
決
五
所

川
原
公
民
舘
で
今
年
新
し

を
見
な
い
ま
ま
七
月
三
十

一
日
く
購
入
し
た
書
籍
か
ら
主
な
も
 一

有
島武
郎
著
外
、
新
日
本
少
年

す
。
ど
な
た
で
も
ご
遠
慮
な
く

一
少
女文
学
全
集
二
十
五
冊
。
 

ご
自
由
に
ご
利
用
下
さ
い
。
貸

一吉
川
英
治
著
、
新
平
家
物
語
二

出
し
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

十
四
冊
。
 

貸
田
し
の
場
合
は
一
人
二
冊
ま

菊
地
寛
著
外
、
現
代
日
本
文
学

で
、
ま
た
貸
出
期
聞
は
五
日
間
 

全
集
五
十
冊
。
 

と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
現
在
公
民
舘
で
は
二
五
〇
 

秘
書
企
画
課
長
山
田
秀
雄
（
秘

書
企
画
課
課
長
補
佐
）
 

市
立
西
北
中
央
病
院
事
務
局
長

佐
寿
木
善
造

（
秘
書企
画
課
長

兼
市
立
西
北
中
央
病
院
事
務
局

長
）
 

消
防
署
長
杉
野
柾
三
 
（消
防
署

長
心
得
）
 

無
賃
乗

車
券
 
一

の
引
換
申
請
 

傷

病
軍
人
の

方

へ
●
知
ら

せ
 

旧
軍
人
で
戦
争
に
よ
り
ケ
ガ
又

は
病
気
に
な
つ
た
方
で
恩
給
或

は
年
金
の
受
給
し
て
い
る
方
は
 

響
縄
難
鍍
縄
踏
 

【
 
農

業
単
作
地
帯
で
あ
る
当
地
 

j
 方
は
農
業
の
機
械
化
の
進
歩
に

よ
り
余
剰
労
力
を
い
か
に
活
用
 

所
 す
る
か
と
云
う
こ
と
が
今
後
の

最
業
発
展
の
カ
ギ
で
あ
り
又
深

刻
な
悩
み
の
種
で
あ
る
。
 

丘
 
こ
の
問
題
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ

さ
れ
た
の
が
市
長
構
想
の
副
業

問
題
で
あ
る
。
 

豚
、
鶏
、
茸
、
ビ
ー
ト
、
カ
シ
 

ク
ル
ミ
で
健
全
な
農
家
経
営
を
 

と
云
う
わ
け
で
、
そ
の
計
画
を

日
 
ニ
こ
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。
 

5
 ま
ず
豚
で
あ
る
が
「
小
豚
」
が

月
切
り

わ
ら
を
頭
か
ら
力
ブ
ツ
テ
 

4
 戯
れ
る
あ
た
り
浸
画
に
出
て
来

年
 
る
豚
吉
以
上
に
可
愛
ら
し
い
。
 

3
5
 
こ
れ
が
驚
く
な
か
れ
市
民
に
年

和
間
五
千
万
円
の
純
益
を
与

え
て

昭
 
い
る
。
苦
し
い
夏
枯
時
、
タ
ナ
 

ポ
タ
式
に
二
万
円
『
三
万
円
と
 

豚
吉
の
身
売
り
で
懐
中
に
流
れ
 

‘
、
ー
 
こ
む
あ
た
り
な
ん
と
も
云
え
ぬ

旧
同

有
睡
さ
で
あ
る
。
 

川
棚
 
今
年
は
雄
豚
を

仕
入
れ
て
品
 

9
便
 

種
の
更
新
を
は
か
る
意
向
で
 

綴
 
鷺
か
競
鍵
紫
響
 

昭
第
 

あ
る
．
白
い
肌
に
赤
い
キ
ノ
 

ー
 

コ
、
娘
盛
り
も
十
九
才
こ
れ
 

が
鶏
で
あ
る

。
 「
ト
り

コ
ダ
  

、ハ
マ
ネ
ネ
タ
マ
ゴ
コ
ダ
、ハ
カ
 

ツ
テ
カ
ナ
ガ
」
 
これ
で
は
駄

目
だ
。
飼
育
の
方
法
を
会
得

せ
ぱ
絶
対
有
利
だ
。
二
百
羽

養
鶏
の
モ
デ
ル
施
設
に
融
資

し
て
な
ん
と
か
養
鶏
熱
を
高

め
飼
育
方
法
は
市
長
自
ら
講

師
を
つ
と
め
る
と
意
気
ご
む

三
は
茸
で
あ
る
が
趣
味
の
農
業
 

印
鑑
証
明
は
不
動
産
登
記
や
お

金
の
借
入
れ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

に
利
用
さ
れ
】
日
の
証
明
す
る

印
鑑
は
少
な
く
と
も
四

O
件
、
 

多
い
と
き
に
は
人
〇
件
に
の
ぼ

つ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
印
鑑
証
明
の
制
度
は
ど
ん

な
も
の
か
。
 

こ
れ
は
法
律
で
き
め
ら
れ
た
の

で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

の
条
例
で
き
め
ら
れ
て
い
ま
す

そ
し
て
あ
る
法
律
行
為
を
す
る

と
き
に
あ
な
た
に
違
い
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
．
国
の
簡
単
な
 
 の

ー
つ
推
茸
、

ヒ
ヲ
タ
ケ
で
あ

る
。
こ
れ
は
ま
だ
ま
だ
実
地
と

理
論
の
講
習
が
必
要
だ
が
収
益

に
な
る
こ
と
は
判
明
し
て
い
る

の
で
婦
人
、
青
年
層
に
先
陣
を

承
わ
つ
て
い
た
だ
き
活
発
な
活

動
を
し
て
ゆ
く
。
 こ
の
秋
に
は

市
内
に
も
自
家
栽
培
の
・
キノ
コ
 

一
 

身
分
証
明
と
な
り
ま
す
。
 つ
ま

り
市
役
所
に
あ
ら

か
じ
め
印
監

を
届
け
て
お
き
そ
れ
を
実

m
と

し
そ
の
後
、
印
の
所
持
者
は
あ

な
た
自
身
に
相
違
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
意
味
を
も
つ
て
い
る

の
で
す
。
 

し
た
が
つ
て
印
艦
届
は
夫
婦
親

子
の
関
係
で
も
本
人
が
お
い
で

に
な
ら
な
け
れ
ば
受
け
付
け
な

い
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
万

一
や
む
を
得
な
い
と
き
委
任
状
 

も
現
わ
れ
よ
う
。
 

四
は
ビ
ー
ト
 （
砂糖
大
根
）
だ

が
去
年
か
ら
試
作
を
さ
せ
て
よ

い
結
果
を
得
て
い
る
が
、
念
に

は
念
を
入
れ
よ
だ
。
今
年
も
う

一
年
試
作
研
究
さ
せ
、
十
和
田

に
製
糖
会
社
の
出
来
る
の
を
待

つ
て
ー
せ
い
に
奨
励
し
よ
う
と

い
う
魂
胆
。
 

五
は
力
シ
ク
ル
ミ
で
あ
る
。
旧

町
に
も
旧
村
に
も
毎
戸

一
本
は

無
料
配
布
し
て
緑
を
も
つ
て
美

化
、
収
益
、
防
火
、
防
風
と
は

ど
う
で
す
と
ほ
ほ
え
む
市
長
さ

ん
。
 

昔
か
ら

「実
印
は
首
と
か
け
が

え
」
と
か
「
印
章
の
不
仕
末
身

の
破
滅
」
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す

が
印
鑑
届
や
印
鑑
証
明
の
交
付

を
受
け
る
に
は
本
人
が
実
印
を

も
つ
て
市
役
所
に
来
ら
れ
る
の

が
望
ま
し
い
の
で
す
。
 

あ
る
ど
こ
ろ
で
こ
ん
な
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。
 

印
鑑
証
明
を
人
に
た
の
ん
だ
と

こ
ろ
必
要
以
上
の
交
付
を
受
け

て
悪
用
さ
れ
た
た
め
し
ら
な
い

間
に
巨
額
の
借
金
を
背
負
つ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

こ
ん
な
こ
と
の
な
い
ょ
う
実
印

を
貸
し
た
り
印
鑑
証
明
を
人
に

た
つ
ん
だ
り
し
な
い
で
少

A手

数
で
も
自
分
自
身
が
民
生
課
の

窓
ロ
に
お
い
で
に
な
つ
て
受
け

ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。
 

春
の
火

災
シ

ー
 

ズ
ン
を

む
か
え

悲
惨
な

火
災
を
 

旧
軍
人

の
方

へ
 

恩

給
の

請

求

権

に

つ

い

て
 

旧
軍
人
の
恩
給
に
つ
い
て
は
昭

和
ニ
十
八
年
復
活
を
し
て
以
来

七
年
の
歳
月
を
か
ぞ
え
‘
こ
の

間
幾
度
か
の
改
正
を
見
て
今
日

に
い
た
り
ま
し
た
が
戦
時
加
算
 

を
→
つ
て
請
求
権
が
な
く
な
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
次
の
よ

う
な
方
は
至
急
市
役
所
民
生
課

で
手
続
き
し
て
下
さ
い
。
 

一
，
軍
人
恩
給
が
廃
止
さ
れ
る

前
に
恩
給
受
給
資
格
の
あ
る

人
（
恩
給
証
書
の
あ
る
人
で

す
）
 

ニ
、
軍
人
、
軍
属
の
在
職
期
間

を
通
算
し
て
十
二
年
以
上
（
 

下
士
官
以
上
は
十
三
年
）
 の
 
 

四
月
十
八
日
、
中
平
井
町
、
寺

町
．
岩
木
町
、
四
月
十
九
日
、
 

柳
町
、
新
町
、
四
月
二
十
日

上
平
井
町
、
柏
原
町
‘
平
井
町

四
月
二
十
一
日
、
大
町
、
布
屋

町
，
弥
生
町
、
四
月
二
十
二
日

川
端
町
、
東
町
、
四
月
ニ
十
三

日
、
敷
島
町
、
旭
町
、
四
月
一
一

十
五
日
、
本
町
、
旭
町
、
柳
町

四
月
二
十
六
日
 
錦
町
、
柳
町
 

長
橋
支
所
、
 

松
島
支
所
、
 

飯
詰
支
所
、
 

中
川
支
所
、
 

三
好
支
所
、
 
 

）
が
贈
ら
れ
た
。
な
お
就
 
叫

職
生
第
一
陣

（
関東
方
面
 
叫

就
職
者
）
 
は翌
二
十
二
日
 
叫

午
前
八
時
五
分
五
所
川
原
  
m
 

駅
発
の
列
車
で
一
七
〇
名
  
m
 

が
家
族
や
先
生
、
友
人
，
  

m
 

関
係
者
な
ど
に
見
送
ら
れ
  
m
 

「
元
気
で
」
 
「か
ら
だ
に
 
町

気
を
つ
け
て
」
と
励
ま
さ
 
ー
 

れ
、
列
車
は
握
り
合
つ
た
 
叫

テ
ー
プ
を
切
つ
て
ホ
―
ム
  
m
 

を
離
れ
て
行
つ
た
。
 

叫
 

一
三
三三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
」
ニ
三
和
 

ま
す
か
ら
取
急
ぎ
市
役
所
民
生

課
に
戦
傷
者
証
明
書
又
は
傷
病

軍
人
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
下

さ
い
。
 

ー
タ
パ

コ
は

市

内
の

一
 

〉
店

で
買
い

ま
し

よ
》
 

（
●つ
‘
 

、
 

百
万

石

達

成

記
念
北
五
大

会
 

昭
和
三
十
四
年
度
産
米
百
万
石

達
成
記
念
北
五
地
区
大
会
は
一11
 

月
二
十
九
日
午
前
十
時
よ
り
市

内
弥
生
町
、
農
業
会
舘
で
行
な

わ
れ
た
。
 

大
会
に
は
百
余
名
が
出
席
『
潮

区
市
町
村
を
代
表
し
て
』
内
五

所
川
原
市
長
が
挨
拶
、
引
続
寿

表
彰
式
に
う
つ
つ
た
。
 

曇
林
大
臣
表
彰
 
五
所
川
原
市

知
事
賞
、
市
内
鶴
ケ
岡
開
米
耕

夫
、
市
長
賞
 
市
内
大
刀
打
境

谷
定
太
郎
、
市
内
中
泊
外
崎
佐

左
工
門
、
市
内
稲
実

一
戸
光
雄

市
内
神
山
石
岡
作
之
丞
、
市
内

新
宮
山
川
永
吉
。
 

新
刊
図
書

紹

介
 

ク
 ク
 
ク
 
クク
ク
 
ク
ク
 
ク
 
ク
 ク
 
ク
ク
 
ク
ク

ク
 
ク
ク
ク
 
ク
 

自
衛
官
募
集
中
で
す
 

」
一J
 

m
一
 

叩
 

第

】
 

第40回定例
市議会決定 

須郷助役 

洞
・
摩
皿
〉
止
月
『
、
一
 

E
量
カ
」
旦
旦
ノ・・v
 

F
必
ら
ず
本
人

で
 

や
む

を
得

な

い

場

合
は

委
任

状
 

致
決
 

一
 

を
も
つ
て
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
 

て
だ
け
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

☆
 

”
 

第
四
十
回
定
例
市
鵬
会
に
お
い
て
一
年
数
力
月
間
も
空
席
と
な
つ
て
い
た
助
役
に
東
地
方
 

「
】

β
 

“

J
 

う
”
 

・
ら
魂
哀
ま
常
・
 

福
祉
事
務
所
長
の
須
郷
氏
、
ま
た
収
入
役
は
前
市
総
務
部
長
の
高
橋
昇

】
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
 
四

l
 

」
、
 

丁
】
 

、
蔵
事
に
寿
，
 

H
H
Jか
白
一
い
‘
？名
可
．
 

、
i
 
i
iー
ー
，
・ー
 
：
ー
ー

J『
一
j
、‘
 
．‘
 
『‘
 
」
 
・

H
 

,L'
 

円

”
 
」
，

J
一
町
静
 

決
定
し
就
任
し
ま
し
た
。
 

、

レ

L
 

無
 
篇
舞鷺
 
瞬
輪
線
知
維

騰

鯛
鱗
鍔
競
才
昭
加
碧
夢
心議
如
一
難
 
レ
 

』
 

、
子
 

卿
 
員
、
昭
和
六
年
三
月
県
連
合
青
年
団
書
記
、
昭
和
七
年
三
月
、
県
学
務
社
会
課
勤
務
、
昭
 

】
ユ
皆
丁
 
》

ノ
 

凧
一
 
鎮
糾了
（
驚
 齢
勤
割
馴
「
一
鼠
数
割
奮
剖
熱
加
影
欝
象
事
コ難
熟
薪
か

一
呂
か
 
、
 

,,
1叫
 
声

離
臨
夢
舞
叫
 

作
社
理
事
長
 
満
州
国
県
参
事
、
五
所
川
原
公
民
舘
長
 
市
農
林
商
工
課
長
補
佐
 
昭
和
 
“

星
 
」

ノ
 

『
 

同
年
十
月
，
東
地
方
事
務
所
厚
生
課
長
 
同
年
農
地
開
拓
課
長
、
そ
の
後
総
務
課
長
、
経
 

辿
 
一t
 

一
 

）
 

」
 
、
 

済
課
長
な
ど
を
歴
任
、
昭
和
ニ
十
三
年

一
月
衛
生
部
医
務
課
長
！
昭
和
二
十
四
年
三
戸
地
 
叩

〉
 

ノ
 

m
 
 

＼
謝
散
議
 

ー
 

受
 
方
事
務
所
次
長
 
昭
和
二
十
大

年
四
月
中
地
方
事
務
所
次
長
 
昭
年
二
十
七
年
四
月
中
地
 
？
 
一
巨
．
 

、
ン
 

？
 
り
議
稀
』
 

い
」
 
搬
 

高
橋

収
入
役
の
略
歴
 

五
所
川
原
市
藻
川
出
身
五
十
一
才
 
五
農
卒
 
鶴
ケ
岡
小
 
＼

c
 

召
グ
 

、
 

，
二
 
 

I・
 
遣
．
 

名
 
「
．「

！
，
ー
一1
1」
ト
、
、

、
トh
い

、
：
 
ー
ー
…
  

J・‘
・r
iー
」
E
ー
“r
【
」
 

H
 >
 

一
 
い
戸

細
、
 
戸

こ
 
焔
 
方
亭
務
加
知
兼
総
務
課
長
 
昭
和
二
十
七
年
東
福
祉
事
務
所
長
 

「
 
ハ
ノ
 

く
く
 

（
 
り
縄
縛
』
 

い
”
 
諏
 

高
橋

収
入
役
の
略
歴
 

五
所
川
原
市
藻
川
出
身
五
十
一
才
 
五
農
卒
 
鶴
ケ
岡
小
 
＼

c
 

ガ

ノ
 

一
重
 銃
 

る
た
め
 

一疑

備
藻
 

市
消
防

本
部
で

は
左
記

日
程
ょ

り
消
防

署
員
が

火
災
予

防
査
察

の
た
め

各
家
庭
 

広
一・ー
‘
ー
‘
」
」弾
詳
藻
撫
？ー

ー
ーー
ー
“
‘
ー
‘L
一
 

国
保
受
診
証
の
検
認
 

四
月
中

に
お
忘
れ

な
く
 

の
を
拾
つ
て
紹
介
し
ま
す
。
 

防
衛
庁
で
は
昭
和
三
十
五
年
度

吉
田
茂
著
、
回
想
十
年
。
 

第

一
次
二
等
陸
、
海
、
空
士
自

一
力
一
夫
著
、
西
欧
移
動
特
派

衛
官
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

o
 

員
。
 

資
格
は
日
本
に
国
籍
を
有
す
る

淡
谷
悠
蔵
著
、
野
の
記
録
。
 

心
身
共
に
強
健
な
男
子
で
昭
和

小
泉
信
三
著
、
朝
の
机
。
 

十
年
六
月
二
日
か
ら
昭
和
十
七

大
宅
壮
一
著
，
悪
党
時
代
。
 

年
六
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
れ

河
野
一
郎
著
，
今
だ
か
ら
話
そ

た
も
の
o
学
歴
は
中
学
校
卒
業
 

う
。
 

以
上
と
な
つ
て
い
る
。
 

大
鷹
正
次
郎
著
、
第
二
次
大
戦
受
付
は
四

月
十
五
日
ま
で
市
役
 

，
右
」謝
，
 

、
【所
民
ル
土
弾
で
】
冥
付
け
て
い
ま
寸
J
 

の
よ
う
に
変
更
に
た
 

り
ま
す
。
 平
日
、
午
 

前
八
時
三
十
分
か
ム
 

●

震
喚
課
へ
持
●
して験
濯
零
栽
欝

張
所H
月
mり
妬
影
か
郵
勲も
剖
嘉
 
r・
」
「
」一
麟躍
髭
「
『
おリ
彰
競
！
 

す
る
こ
 る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

l
o
 

」

一
一
 
】・
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 し
f
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．
．り

・
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」
・
ら
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」
准
 
皿
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”
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目
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n
 

日
‘
 

f
「
紗
 
）

が
贈
ら
れ
た
。
な
お
就
 
叫
 

議
蒲
麟
難
懇薄
端
熱
議
灘
繍
羅
 

胃
叩
増

！
鷹
収
え
発
准
凄
烹

J
7ニ
一
し
職者
全
瓦に
市
の

マ
1
1
ぢ

引

た
和
・
／
画
 

4
1
3、
4
ョ
 

L
」oく
つ
て

ニ
と
よ
b
受
斤
叫
】

7
ー
フ
 

詔
い
り
れ
い

r
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1
」
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J
壇

：
”
・
細
 

仁ノ
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ー
‘

；
ー
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d
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一
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l
J
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H
ロ
ニ
」
二
、
．
】J
に
‘
■
ト
．
「
ごプ
 

m
 

4
月

n
、

1
2日 
で
終

戦
後
引
揚
げ
さ
れ
た
人

」
目

T
一
n
 
気
で
頑
張
つ
て
下
さ
い
」
と
激
励
・
虻
 
剛
 



(1部2円、 	第60号 
報
 

広
 

市 

実
 

施
 
事
 

項
 』

鷲
爽欝

燕
難
襲
 

危

険
な
火
災

の
季
節
 

四
月
お

互
い

気
を
つ
け
よ

う
 

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
一
年
中
で
も
い
ち
ぱ
ん
空
気
が
乾
燥
す
る
う
え
強
い
風
が
吹
き
火
事
が
も
つ
と
も
発
生
す
る

季
節
で
す
。
す
で
に
各
地
で
大
き
な
火
事
が
発
生
、
死
傷
者
も
川
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で

ー
カ
月
間
に
わ
た
り
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
を
展
開
、
火
事
の
ポ
ク
滅
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

に
と
つ
て
災
難
の
う
ち
で
一
瞬
に
財
産
を
灰
に
し
て
し
ま
い
、
と
き
に
は
人
命
ま
で
失
う
な
ど
火
事
ほ
ど
お
そ
ろ
し
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
消
防
木
部
で
は
春
の
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
の
ぞ
み
な
お

一
層
の
火
防
思
想
を
普
及
、
徹
底
す
る

こ
と
を
目
的
に
こ
の
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
ど
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

~ーーー～ 

 

 

杉野 署長 

予
 

防
 
査
 
察
 

一
般
家
庭
及
び
公
衆
の
出
入
す

る
防
火
対
象
物
に
対
す
る
査
察

は
別
に
計
画
し
火
災
の
根
源
の

ボ
ク
減
を
図
り
火
災
予
防
指
導

に
当
る
。
 

・

一
 
j

"
‘
ー
‘
J
ー
‘

、
j

、
ー
 
、
、I
ー
一ー
 

教
員
定
期
異
動
 

旧
はビ
捕
芦
庫
ゆ
欄
孫ー

 

五
所
川
原
 

春
の
お
と
ず
れ
と
と
も
に
犯

罪
や
事
故
の
発
生
が
多
く
な

つ
て
来
ま
し
た
。
 

み
ん
な
の
注
意
で
事
故
を
な

く
す
る
よ
う
次
の
こ
と
に
心

が
け
、
も
し
被
害
を
受
け
た

と
き
は
現
場
を
「
そ
の
ま
ま

に
」
一
刻
も
早
く
届
出
（
電

話

一
一
〇
番
）
し
ま
し
よ
う

▲
街
の
ダ
ニ
、
や
く
ざ
の

一

掃
へ
協
力
を
。
 

や
く
ざ
、
ぐ
れ
ん
隊
に
よ
る

暴
力
事
件
が
近
頃
ま
た
多
く

な
つ
て
い
ま
す
。
 

あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
知
り

合
い
の
人
が
暴
行
さ
れ
た
り

ゆ
す
ら
れ
た
り
、
お
ど
か
さ

れ
た
事
実
が
あ
つ
た
ら
す
ぐ

警
察
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

警
察
の
取
締
は

一
時
的
な
も

の
で
は
な
く
、
か
れ
ら
の
組

織
が
つ
ぶ
さ
れ
る
ま
で
手
を

ゆ
る
め
ま
せ
ん
．
 

市
民
の
皆
さ
ん
暴
力
の
な
い

明
る
い
町
や
村
を
築
く
た
め

に
も
平
和
を
み
だ
す
暴
力
を

追
放
す
る
よ
う
ご
協
力
下
さ
 

▲
自
転
車
は
盗
ま
れ
な
い
よ

う
に
。
 

五
所
川
原
警
察
署
の
昨
年

中
の
自
転
車
盗
難
数
は
一
四

五
台
で
前
年
に
比
べ
四
十
「
一

台
多
く
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

盗
難
に
あ

つ
た
自
転
車
の
う

ち
未
登
録
の
も
の
が
約
七
割

を
占
め
、
又
カ
ギ
を
し
て
い

な
い
も
の
が
九
割
を
超
え
る
 

願
い
ま
す
。
 

A
ス
リ
に
注
意
 

汽
車
、
パ
ス
待
合
所
、
デ
パ
 

ー
ト
、
劇
場
の
中
な
ど
で
ス

リ
の
被
害
が
目
立
つ
て
多
く

な
つ
て
来
ま
し
た
。
 

財
布
は
ズ
ポ
ン
の
後
ボ
ケ
ツ

ト
や
買
物
か
ご
の
中
か
ら
と

ら
れ
る
の
が
特
に
多
く
な

つ

て
い
ま
す
。
も
し
被
害
を
う
 

売
り
付
け
よ
う
と
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
者
は
警
察
で
は
押

売
防
止
条
例
に
よ
つ
て
厳
重

に
取
締
り
を
し
て
お
り
ま
す

が
そ
の
よ
う
な
者
が
行
つ
た

ら
出
来
る
だ
け
早
く
届
け
て

下
さ
い
。
 

一
、
不
必
要
な
も
の
は
絶
対

買
わ
な
い
と
（
ツ
ヤ
り
こ
と

わ
る
こ
と
。
 

ニ
、
値
段
を
聞
い
た
り
品
物

を
手
に
と
つ
た
り
し
な
い
こ

と
。
 甘

葉
づ
か
い
や
態
度
に

注
意
し
て
相
手
に
つ
つ
こ
ま

れ
な
い
よ
う
に
応
答
す
る
こ

と
。
 証

明
書
は
ほ
ど
ん
と
ニ

セ
物
が
多
い
か
ら
証
明
書
等

は
信
用
し
な
い
こ
と
。
 

有
名
な
メ
ー
カ
ー
品
だ
 

と
か
密
輸
品
だ
か
ら
警
察
に

は
言
わ
な
い
で
下
さ
い
と
か

う
ま
十
」き
る
話
に
は
乗
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

六
、
普
段
か
ら
隣
り
近
所
と

連
絡
を
し
て
お
き
押
売
り
を

防
ぐ
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

▲
防
犯
灯
設
置
に
協
力
を
、
 

暗
が
か
り
で
犯
罪
が
お
こ
る

こ
と
は
常
識
で
す
が
統
計
に

よ
つ
て
も
全
刑
法
犯
の
七
割

は
夜
間
に
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
 

人
間
の
心
理
か
ら
考
え
て
も

犯
罪
者
は
暗
黒
を
利
用
し
た

り
、
或
い
は
暗
黒
が
犯
罪
を

誘
発
す
る
こ

2も
あ
る
よ
う

で
す
。
 こ
う
し
た
こ
と
か
ら

警
察
で
は
街
や
村
を
明
る
く

す
る
運
動
と
し
て
防
犯
灯
の

設
置
を
取
り
上
げ
防
犯
協
会

そ
の
他
の
各
関
係
団
体
と
連

絡
を
取
つ
て
こ
の
運
動
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の

み
な
さ
ん
も
こ
の
趣
旨
を
諒

解
く
だ
さ
つ
て
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
利
用
し
て
設
置
す
る
よ

う
に
協
力
し
て
下
さ
い
。
 

ダ

イ
ヤ
ル
「

一
一

〇

番

」
（
 

犯
罪
ノ
事
故
ノ
・
はす
ぐ
連
絡
 

一
三
九
件
で
圧
倒
的
に
多
？、じ
、け
た
と
き
は
附
近
に
居
合
せ

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

た
不
審
と
思
わ
れ
る
者
の
人
 

こ
れ
か
ら
雪
ど
け
と
と
も
に

自
転
車
の
利
用
者
も
多
く
な

り
ま
す
が
自
転
車
は
必
ず
カ

ギ
を
か
け
て
お
く
こ
と
、
そ

し
て
必
ず
自
転
車
は
登
録
し

て
下
さ
い
。
 

登
録
の
手
続
き
は
実
費
十
円

で
警
察
署
、
駐
在
所
で
取
扱

つ
て
お
り
ま
す
か
ら
ご
利
用
 

相
、
着
衣
、
所
持
品
等
を
注

意
し
て
お
い
て
直
ぐ
届
け
て

下
さ
い
。
 

A押
売
り
の
予
防
 

押
売
り
は
老
人
や
婦
女
子
と

見
る
と
脅
迫
的
に
出
た
り
或

は
泣
き
落
し
で
電
球
や
ゴ
ム

ひ
も
、
樟
脳
等
を
市
価
よ
り

三
割
も
五
割
も
高
い
値
段
で
 

所
 

五
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q
ノ
 

原
 

広
報
活
動
、
期
間
中
新
聞
、
 

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
及
び
車
輔
 

1
等
に
よ
り
広
報
活
動
を
し
て
防
 

ー
 
火
の
関
心
を
高
め
る
。
 

唖鯛
醒
麟
維
警
諾
纏
鶴
鮮
響
搬
取締
 

 
恒例

の
教
員
定
期
異
動
は
三
十
一
 
（栄
小
校
長
）
南
小
高
橋
民
 

一
日
午
前
九
時
県
下

一
斉
に
発

一
 （
西
北
 教
育
事
ム
所
）
 

表
に
な
つ
た
が
当
市
関
係
は
次
校

長
の
部

（中
学
校
）
 

の
通
り
で
あ
る
。
 

鶴
田
中
、
坂
本
庸
一
（
飯
詰
中

校
長
の
部

（
小
学
校
）栄
小
、
一
校長
）
飯
詰
中
、
新
谷
定
志

（
 

今
賢
一

（
七
ッ
舘
小
校
長
）
七

梅
沢
小
校
長
）
三
好
中
、
小
笠

ッ
舘
小
、
八
木
橋
武
三
郎
（
三
原
尚
一
 
（
五
小
教
負
）
 

好
中
校
長
）
栄
小
教
諭
尾
崎
定

教
員
の
部

（
小学
校
）
 

・

、
・・
．I・
、・
ノ
 

・
、J
一‘
…！、
、・・
ニ
ノ1
…
、
ノ
J
し
 
‘

、
 
・
 

、
ー
％く

・
ノ

J、
一
、く

・・
ニ
ノ1.？
、
J、
 
ー
，

・
 

ーフ
恰
 

る
 
事
 
わ
 
て
 
席
 
、
 

き
剃
 

鰍
 
か
 
映
 
加
 
獅
 
船
【
 

K

中
「
「
「
「
）
』
一
 

緩
？

「
船
？
瞬
（
 

こ
働
 
時
 
融
 

」
 

m
 「
 
碑
 
眠
 
鍋
 
」
一
 

火

災

早
期

通

報
指
導
 

一
般
家
庭
汲
び
防
火
対
象
物
査

察
の
際
、
火
災
時
の
専
用
電
話

一
一
九
番
の
使
用
法
を
指
導
す

る
。
 関

舞難
昭
紗
一
 

気
器
具
の
一
掃
を
は
か
り

一
般

家
庭
に
お
け
る
電
気
器
具
使
用

方
法
に
つ
い
て
指
導
す
る
。
 

そ
 

の
 

他
 

イ
、
消
防
関
係
者
と
各
支
所
長
 

成
田
み
つ
 （
柏第
三
小
）
 五
小
 

五
小
）
南
小
工
藤
丈

（
五
小
）
 

南
小
、
今
村
ま
さ
（
五
小
）
南

小
、
平
山
な
る

（
五小
）
南
小

近
藤
ミ
ョ
ノ
 
（
飯
詰小
）
南
小

工
藤
正
子
（
五
小
）
南
小
、
小

野
玲
子
（
五
小
）
南
小
、
小
野

節
（
五
小
）
南
小
、
山
内
政
（
 

五
小
）
南
小
、
葛
西
せ
い
 
（
五

小
）
南
小
、
神
貞
子

（
胡
挑
舘
 

）
南
小
、
佐
々
木
文

（
五
小
）
 

南
小
、
成
田
恵
子
（
五
小
）
栄
 
 

小
小
野
重
夫

（沖
飯
詰
小
）
栄

小
、
伊
藤
正
敏

（
梅
沢
小
）栄

小
、
原
八
重
（
五
小
）
豊
川
小

佐

A木
規
知

（
五
小
）
七
ッ
舘

小
、
佐
藤
倉
雄

（
今泉
小
）
七

ッ
舘
小
、
対
馬
弘
育

（
ー
ノ
坪

小
）
七
ッ
舘
小
、
三
上
精

］

(
 

五
小
）
沖
飯
詰
小
、
宮
崎
清
左

ュ
門

（
亀
田
小
）
沖
飯
詰
小
、
 

小
野
勝
美
（
松
島
寸
）
沖
飯
詰

小
 
山
本
一
郎

（
喜
良
市
小
）
 

沖
飯
詰
小
田
名
部
き
よ
（
毘
沙
 

小
、
真
藤
操

（
羽
ノ
木
沢
小
）
 

松
ノ
木
小
佐
々
木
勲
（
七
ッ
舘

小
）
松
ノ
木
小
高
橋
享
一
（
金

山
小
）

「
ノ
坪
小
、
対
馬
忠
男
 

（沖
飯
詰
小
）

ー
ノ
坪
小
、
谷

藤
と
し
 
（
五
小
）
金
山
小
、
 一

戸
健
造
（
誓
島
小
）
金
山
小
、
 

小
、
古
舘
茂
（
小
泊
小
）
飯
詰
 

小
、
原
田
和
歌
子

（
嘉潮
小
）
 

飯
詰
小
、
藤
森
ク
ニ
（
沖
飯
詰
 

小
）
飯
詰
小
前
田
久
江
（
藻
川
 

小
）
毘
沙
門
小
．
長
谷
川
勇
次
 

（菊
川
小
）
毘
沙
門
小
鳴
海
武
 

藤
（
下
前
小
）
毘
沙
門
小
、
開
 

川
島
ま
ゆ
（
向
陽
小
）
五
小
、
 
小
、
長
島
愛
子

（野
里
小
）
羽
五
円
，

鶴
ケ
岡
小
 
唾
川
 
ナ
 

ー
「
一
〇
】
五
円
・

米
昭
千
代
（
五
小
）
羽
ノ
木
沢

小
、
長
島
愛
子

（野
里
小
）
羽
 

ノ
木
沢
小
阿
部
秀
太
郎
（
前
田
 

ノ
目
小
）
高
野
小
斎
藤
友
男

（
 

羽
ノ
木
沢
小
）
高
野
小
瓜
田
冨
 

枝

（妙
堂
崎
小
）
前
田
ノ
目
小
 

黒
滝
幸
子
（
胡
桃
舘
）
前
田
野
 

目
小
、
須
藤
善
雄
（
高
野
小
）
 

嘉
瀬
小
、
中
谷
セ
ツ
 
（
五小
）
 

鶴
田
小
、
宮
崎
英
昭
（
五
小
）
 

菖
蒲
川
小
、
三
橋
実
（
五
小
）
 

梅
沢
小
斎
藤
キ
ョ

（
金
山
小
）
 

下
前
小
、
鳴
海
清
逸
（
毘
沙
門
 

小
）
下
前
小
横
岡
英
二
 （
五
小
 

川
小
）
南
小
、
三
戸
ノ
プ
へ
 
（）
 
東
青
地
区
、
秋
田
谷
厚
子
布

屋
町
有
楽
街
 

一
〇
〇

O
円

布
屋
町
 
三
上
行
夫
氏
 

）
 
東
青
地
区
、
秋
田
谷
厚
子
 

（
前
田
ノ
目
小
）
金
山
寸
、
山

口
徹
子
（
下
北
郡
川
内
小
）
五

小
、
西
沢
昭
平

（東
郡
横
内
小
 

）
五
小
山
口
博

（
下
北
郡
松
川

小
）
 

O
新
採
用
、
五
小
須
藤
春
雄

教
員
の
部
（
中
学
校
）
 

五
中
佐

A木
千
代
吉

（
柏
中
）
 

五
中
、
千
葉
良

】
 （
柏
中
）
 五

中
、
三
上
民
雄

（
嘉
瀬
中
）
五

中
、
佐
藤
蔵
助
（
中
川
中
）
五
 
 

中
今
村
紀
美
子
（
深
浦
中
）
五

中
間
山
鉄
夫
（
三
好
中
）
 
五中

坂
本
あ
い
子
（
松
島
中
）
栄
中

岡
田
卓
爾

（
金
木
中
）
栄
中
、
 

成
田

一
 
（五
中
）
中
川
中
、
下

山
豊
利
（
栄
中
）
中
川
中
、
前

田
紀
子

（
水
元
中
）
中
川
中
、
 

藤
原
健
吾

（
七
和
中
）
三
好
中

田
附
了
喜

（
五
中
）
 三
好
中
、
 

川
口
昭

一
郎
（
鶴
田
中
）
三
好
中

秋
元
ナ
ミ
（
喜
良
市
中
）
」
辱

中
、
泊
朋
子
（
嘉
瀬
中
）
松
島
中

小
山
保
幸
（
出
来
島
中
）
松
島
中

高
橋
み
や
子
（
五
中
）
飯
詰
中

大
谷
慶
一

（
七
ッ
舘
小
）
七
和

中
小
笠
原
勲
（
中
里
中
）
七
和

中
永
沢
秀
夫

（
中
川
中
）
板
柳

中
明
日
香
子
、
 
（
松
島
中
）
板

柳
中
、
光
永
教
克
（
三
好
中
）
 
 

好
中
）
嘉
瀬
中
、
下
山
匡
（
一
一

橋
中
）
高
校
へ
服
部
英
世

（・

和
中
）
 五
中
佐

A木
稔
雄
（
肌

前
ろ
う
学
校
）
長
橘
中
葛
西
博
 

（
下
北
脇
ノ
沢
中
）
 

〇
採
用
中
川
中
小
田
桐
恵
智
子

長
橋
中
小
内
山
武
満
、
松
島
中

小
山
内
哲
子
、
七
和
中
畑
実
 

高
校

の

部
（
教

員
）
 

木
造
高
菅
井
清
彦

（
五所
高
）
 

五
所
高
、
平
間
経
豊

（
木
造
高
 

）
五
所
高
、
中
道
信
夫

（
木遺

高
）
七
戸
高
、
瀬
尾
陸
奥
磨
（
 

五
農
）
 五
農
、
野
士
谷
正
純
（
 

野
辺
地
通
教
）
七
和
高
、
白
崎

礼
子
（
五
所
高
）
、
五
所
高

I
l
一

上
イ
ッ
 
（水
元
）
 五
所
高
定
、
 

川
村
匡

（
五
所
高

（
全
）
五
農
 

.
．
●
」
 

	標警察署から 
平和をみだす暴力 
追放に協力下さい 

車
 
輔
 
査
 
察
 

関
係
者
協
力
を
得
て
観
桜
会
を

控
い
て
パ
ス
を
対
象
に
設
備
の

充
実
を
図
る
。
 

林
野
火
災
の
防
止
 

林
野
な
ど
に
お
け
る
火
災
の
多

い
と
き
で
あ
る
か
ら
所
有
者
、
 

管
理
者
又
は
登
山
者
等
に
対
し

て
林
野
火
災
の
絶
減
に
努
め
る
 

消
火

器
の

操
作

指
導
 

メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
各
官
 公

庁
並
に
町
内
会
の
参
集
を
願

い
各
種
消
火
器
操
作
指
導
を
図

る
。
 

消
防
団

機

械
器

具
 

点
検
及

水

利
調
査
 

消
防
機
械
、
器
具
を
再
点
検
し

非
常
事
態
に
備
え
る
と
と
も
に

自
然
水
利
を
有
効
に
使
用
可
能

に
設
備
指
導
す
る
。
 

危
険
物
の
安
全
管
理
指
導
．
 

危
険
物
製
造
所
等
の
管
理
状
況

査
察
し
危
険
物
に
よ
る
火
災
を

を
防
止
指
導
の
徹
底
を
図
る
。
 

一ー

一 十 

、 ・ 子 

励 ｝ 

一 一 月 所 た 

母 

激 「 

一 

」

、 三 

務 れ 

県 

、 』 

社会福祉協鵬会、母子福祉会の共催で行なわれた。 

激励会には百余名の遣児が参加、来賓として県母子 

一
  
を
実
施す
る
。
 

一
 

粥
生
娠
 
で推
剰
田
細
、
唾
舞
輪
理
沙
壇
 

一
】
励
 
法
 
難
 
汝
 
し
 

加
 

）
 
門
小
）
鶴
ケ
岡
小
．
佐

A木
純

金
木
中
飯
塚
乙
交

（
毘
沙
門
小
服
部
英
世

（
七
和中
）
 

加
鋤
 

帥
 
棚
 
蹄
 
凱
 
命
 
加
一
 

細

諭
い
濡

絶
界
難
り

嘉
脚
柵
け
頭

和
ル
割
知
ダ
」

α
加
拠
和
ノ
五
知
釦
か
川
了
信
 

篇
鴛
蕪
一
舞
撫
難
灘
難
麟
糾
寿
野
一
舞縫
 

昭
和
三
十
四
年
度
の
 
「赤
い
羽

栄
 

町
 
三
九

七
〇
円
 

“
駄醒
膿
票
纏
蒜
 
”
 
疑
認
”
 

暴
響
韻
結
議
軒
加
和
”
一
”】
一
「
組
 

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

新
 
宮
 
町
 

二
〇

O
O円
一
 

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

東
 
町
 

四
四
か
〇
円
一
 

舞
戸
小
、
高
橋
伸
明
（
五
小
）
 
小
）
飯
詰
小
前
田
久
江
（
藻
川
九
〇
円
、

田
川
小
 

ー
 
レ
 
謁
 

橋
地
区
 
四
三
〇
「
 

森
田
小
、
坂
本
菊
枝

（
五
小
）
 
小
）
毘
沙
門
小
．
長
谷
川
勇
次
六

一
一O
円
、
七
ッ
舘
 
」
」
ノ
 

＆
 
八
円
、

七
和
地
区

『
 

司
加
、
神
枇
次
（
柳
水
）
か
ポ
（

菊
川
加
『
即
沙
叫
小
卿
淘
川
加
 
匂

川
九
円
、
剥
 

1
0
 殖
 

』
町
五
キ
相
印

H
・

其
田
隆
（
嘉
溜
小
）
五
小
、
古

藤
（
下
前
小
）
毘
沙
門
小
、
開

橋
中
 

一
五
九
五
円
 
”

R
 
一
」
 
沙
門
地
区
 
ニ
六
二

川
忠
則
、
 
（
嘉潮
小
）
五
小
、
 
米
昭
千
代
（
五
小
）
羽
ノ
木
沢

沖
飯
詰
小
 
二
八
五
 
虜
嶋
 

r
 
四

O
円
、
梅
沢
地
区
 

九
〇
円
、
田
川
小
 

ー
 
レ
 
粕
吻
 
橋
地
区
 
四
三
〇
「
 

六
二

O
円
、
七
ッ
舘
 

」
し
 

」レ
〈
い
 
八
円
、七
和
地
区

『
 

小
 
七
入
九
円
、
長
 

〉
《
 
五
一
 

四
四
五
六
六
円
、
毘
 

橋
中
 

一
五
九
五
円
 
”

R
 
一
」
 
沙
門
地
区
 
ニ
六
二
 

沖
飯
詰
小
 
二
八
五
 

．
夢
 

ー
 
四

O
円
、
梅
沢
地
区
 

阿
部
久
子

（
一
の
坪
小
）
五
小

ノ
目
小
）
高
野
小
斎
藤
友
男

（
川
原
家
政
学
院
二
 

1弓
‘
 
l
 
A個
人
大
口
寄
附
者

山
田
栄
子
（
板
中
）
五
小
、
当
羽

ノ
木
沢
小
）
高
野
小
瓜
田
冨
一
七

O
円
、
金
山
小
 
へ
》
血
 
御
 

大
刀
打
 
山
形
善
太
」
 

、環
静
が
鷺
撫
薫
」」
撚
灘
議詰
際
ゆ
柳孝
舞
一
 

雄
傘
沓
前

小
、
和
田
剃
誠

嘉
卿
小
ソ肩

谷
司
％

割

加
）
 
か
所
曾
高
 
引

人
 

m
m，
 
メ
 

本
町
 
舟
匁
郵
如
郎
 

（
五
小
）
南
小
、
藤
田
勇
次
郎
鶴

田
小
、
宮
崎
英
昭
（
五
小
）
 
一
七
円
、
三
好
中
 

m馴
 
さ
 

二

o
o
o円
 

（
五
小
）
南小
、
熊
谷
珍
彦

（
菖
蒲
川
小
、
三
橋
実
（
五
小
）
 
一
】
一
二
円
、

五
所
 
日
【
 

青
 
田
町
 
鹿
内

藤
大
郎

金
山
小
）
南
小
、
鳴
海
喜
八
郎
梅
沢
小

斎
藤
キ
ョ

（
金
山
小
）
 川
原
農
 

五
一
四
五
 
に
‘
 

jコ
 

氏
 
一

〇
〇
〇
円
 

稔
紗
柿子
器
”
鮫
嬬
馴
麟
鷺
諭
麟
詳
時
一
一
六
 一
 
一
師
屋
町露
張
 

飯
詰
小
、
藤
森
ク
ニ
（
沖
飯
詰

五
所
川
原
小
 
九
八
 

《
 
「
 
」
 

三
四
六
六
三
円
、
長
『
 

木
小
 
八
六
五
円
、
 

一
 
一
 

〇

O
円
、
飯
詰
地

五
所
川
原
小
 
九
八
 

《
 
「
 
」
 

三
四
六
六
三
円
、
長
『
 

一
二
六
一
円
、
五
所
 

夫
 

窃

川
原
家
政
学
院
二
 

J「
『
 
．4
l
 A個
人
大
口
寄
附
者

一
七
O
円
、
金
山
小
 
へ
王
 
御
 

大
刀
打
 
山
形
善
太

四
九
五
円
、
栄
小
 

・
言
」
 
＞
 
郎
氏
 
】

O
O
O円

一
六
二
三
円
，
飯
詰
 

鵬
月
 

0
 
本
町
 
辻
」
廊
氏
 

謝
難
琴
胤

」
本町
）「
灘
 

一
】
二
一
円
、
五
所
 

日
「
 

上
封
 
田
町
 
鹿
内
藤
大
郎

川
原
農
 

五
一
四
五
 
，

『
．
 
J「
 

氏
 
一

〇
〇
〇
円
 

布
屋
町
有
楽
街
 

一
〇
〇

O
円

布
屋
町
 
三
上
行
夫
氏
 

m
 

町
 
一
ニ
六
三

O
円
 

一
O
〇

0
円
 

m
 屋
 
町
 
一
〇
六
六

O
円

新
町
 
増
田
桓
一
氏
 

弥
 
生
 
町
 

三
一
八
〇
円
 
一
〇

O
O円

珠
 
谷
 
町
 
四

四
六

O
円
寺

町
 
木
村
操
氏
 

釈
 

町
 

八
大
四

O
円
 
一

O
O
O円

相
 
原
 
町
 
九

〇
九

O
円
寺

町
 
津
軽
信
用
金
庫
 

脳
 
田
 
町
 

四
三
七

O
円
 
一

〇
〇

O
円

上
平

井
町
 
一

ニ
二
五

O
円
寺
町
 
成

田
栄
蔵
氏
 

守
 

町
 
一
五

一
九
五
円
 
一

O
O
O円

石
 
木
，
町
 
二

O
六
五
円
寺
町
三

上
善
蔵
氏

一
O
〇

O
円

元
 
町
 
三
九
二

五
円

寺
町
岩
谷
喜
一
氏

一
O
o
O
円
 

五
円
，
鶴
ケ
岡
小
 
ぼ
川
 
＋

ノ
 

ー
「
一
〇
】
五円
・

面
円
『‘

ケ
岡
小
 
喰
雌
 
力
 

鮎
 

α
（
 
旦
枯
違
噴
」
り
伯
」
ト
嘩

儲

一
這
二

l
旧
一
孤
喝
 

一
 
ー

一
 
尾
庭
通

退
発
ほ
 

二

O
二

一
円
、
松
野
 

・
ー

I・
 

一
七
円
、
三
好
中
 
．

一
 
さ
 

円
、
本
町
 
一

一
六
 

一
、
 
一
 
布
屋
町
 
鶴

谷
正
次

三
〇
円
、
 

rー
！
 

氏
 
一

O
O。
円
 

一
 

一
 

〇

O
円
、
飯
詰
地
 



算 調 

教育費予算額緩蝉綴ft 
3.223円65 

11.672 16 

3.104.487 00 

③教 育 費 予

町市予算総額 

19・195円33 
31.898 71 
34.277 67 

135.832 叩 
1・913・748 00 

372.459.309 00 
311.524.320 00 

次
 
4
2
7
21
2認
3
2"
 

治
正
和
 

年
 
ク
ク

ク
ク
 

明
大
昭
 

五
所
川
原
は
昭
和
二
十
九
年
十

月
一
日
町
村
合
併
促
進
洪
に
も

と
づ
い
て
附
近
町
村

（
栄
村
、
 

中
川
村
、
長
橋
村
、
三
好
村
、
 

松
島
村
、
飯
詰
村
）

一
町
六
カ

村
の
合
併
に
よ
つ
て
五
所
川
原

市
と
な
り
人
口
三
三
、
四
三
五

人
の
田
園
都
市
と
し
て
発
足
以

来
六
年
の
聞
に
毘
沙
門
を
は
じ

め
と
し
長
冨
、
下
石
川
を
除
く

七
和
全
村
及
び
梅
田
、
中
泉
、
 

小
曲
の
吸
収
合
併
が
つ
ぎ
つ
ぎ

と
実
現
を
見
る
に
至
り
今
や
人

口
五
万
の
都
市
に
な
ん
な
ん
と

し
日
と
と
も
に
発
展
向
上
に
ば

く
進
し

つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
は

よ
ろ
こ
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が

一
方
学
校
施
設

に
目
を
転
じ
市
内
二
十
入
校
の

小
中
学
校
の
現
況
を
眺
め
る
に

教
室
が
不
足
の
た
め
圧
縮
（
す

し
詰
教
室
）
授
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
五
所
川
原
小
学
校

南
小
学
校
、
飯
詰
小
学
校
等
の

増
築
お
ょ
び
教
室
に
不
足
を
来

し
て
い
る
た
め
職
員
室
を
充
当

し
て
い
る
七
ッ
舘
、
 一
野
坪

藻
川
、
栄
各
小
学
校
、
さ
ら
に

生
徒
の
増
加
に
伴
い
教
室
に
不
 
 

足
を
来
し
て
い
る
中
川
中
、
栄

中
学
校
の
如
き
は
屋
内
運
動
場

の
一
部
を
教
室
に
転
用
す
る
等

を
考
え
る
と
全
く
寒
心
に
堪
え

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 い
ず

れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
近
い
将

来
に
は
施
設
を
拡
張
し
て
万
全

を
期
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
申
す
ま
で
も
な
く
学
校
は

人
間
と
し
て
の
基
礎
知
識
を
身

に
つ
け
、
次
代
を
背
負
つ
て
立

つ
子
弟
を
時
代
の
進
歩
に
適
応

し
た
教
育
を
習
得
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
重
要
な
施
設
で
あ

り
義
務
制
で
小
学
校
六
年
、
中

学
校
三
年
の
課
程
を
修
了
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
り
、
で
き
る
か

ぎ
り
の
面
倒
を
見
て
や
つ
て
九

年
間
無
欠
席
で
し
か
も
優
秀
な

成
績
を
収
め
て
立
派
な
社
会
人

と
し
て
の
基
礎
知
識
を
習
得
さ

せ
た
い
も
の
だ
と
念
願
し
て
止

ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

小
，
中
学
校
児
童
生
徒
を
も
た

れ
る
父
兄
の
方

A
に
お
願
い
し

た
い
こ
と
は
何
は
と
も
あ
れ
自

分
の
子
弟
の
将
来
を
約
東
づ
け

る
学
び
の
庭
に
欠
か
さ
ず
出
し
 
 て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
 

一m
隷
雑
葬
幾
議
」
 

た
め
、
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を

心
か
ら
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。
 

今
回
五
所
川
原
市
立
南
小
学
校

独
立
新
発
足
を
記
念
し
て
、
い

さ
さ
か
所
懐
を
申
述
べ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。
 

飯
詰
婦
人
会
市
 

内
官
公
庁
見
学

r、
 

市
内
飯
詰
婦
人
会
、
 （
会
長
太

田
ァ
キ
ェ
さ
ん
）
で
は
最
閑
期

を
利
用
t
て
量
村
婦
人
の
地
位

向
上
を
目
的
と
し
た
市
内
官
公

庁
の
見
学
を
去
る
三
十
日
行
つ

た
。
 

一
行
七
C
名
は
警
察
署
、
裁
判

所
な
ど
を
見
学
し
た
の
ち
市
役

一

所
を
た
づ
ね
、
市
政
に
つ
い
て

高
橋
総
務
部
長
の
説
明
が
あ
つ

た
の
ち
庶
務
課
木
村
主
事
の
案

内
で
庁
内
各
課
を
見
学
し
た
。
 

×
 

×
 

苦
難
克
服
し
て
新
発
足
 

市
立
南
小
学
校
つ
い
に
独
立
 

教
育
長
 
川
浪
金

昇
氏

挨
拶
 

五
所
川
原
小
学
校
分
教
室
 
（俗
称
第
三
校
舎
）
 
が昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
独
立
校
と
し

て
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
何
よ
り
よ
ろ
こ
ぱ
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
．
南
小
学
校
は
五

所
川
原
市
宇
運
沼
二
番
地
に
校
地
面
被
八
、
六
八
〇
坪
を
有
し
、
西
に
そ
び
え
る
岩
木
の
霊
峰

に
清
洗
岩
木
川
を
眼
下
に
眺
め
、
東
は
ポ
プ
ヲ
の
並
木
に
お
お
わ
れ
木
の
香
も
豊
か
な
八
三
七

坪
の
校
舎
二
十
四
教
室
が

一
、
二
五
八
名
の
児
童
を
収
容
す
奄
ま
で
に
完
了
し
来
る
四
月
六
日

に
は
め
で
た
く
入
学
式
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
市
当
局
な
ら
び
に
工
事
請
負
業

者
の
献
身
の
努
力
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
o
 

ci部2円j 	第60号 

人 口 

①戸数及び人口蘭

次 戸 数 

42 
7 

895戸 
1.022 

5・346人
ふ2昭 

2 1.570 7.192 
12 2.015 9.588 
22 2.156 10.878 
32 3.255 16.067 
35 3.890 17.136 

年
明
大
昭

ク
ク
ン
ク
 

の
学
校
が
適
正
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
き
今
ま
で
の

五
所
川
原
小
学
校
は
四
八
学
級

と
い
う
莫
大
な
規
模
で
あ

つ
た

こ
と
は
適
正
を
欠
い
た
存
在
で

あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
 

分
教
室
を
独
立
校
に
し
た
今
日

の
両
校
の
学
級
数
、
児
童
数
は

次
の
と
お
り
で
あ
つ
て
ほ
ん
と

う
に
理
想
的
な
、
し
か
も
充
実

し
た
学
校
に
な

つ
た
こ
と
を
よ
 
 

ろ
こ
ん
で
お
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
 

J
]
 

学
校
名
 
児

童

数
 
学
級
数
 

柱
靖

頗

一
三三
ハ

ニ
九
 

南
小
学
校
 
一
ニ
五
八
 
二
五
 

（註
右
記
の
学
級
数
に
は
特
殊

学
級
を
も
含
む
）
 

五
所
川
原
小
学
校
は
明
治
五
年

学
制
領
布
と
と
も
に
創
設
、
翌

六
年
七
月
一
日
旧
お
蔵
の
内
 

次

4
2
7
21
22
23
23
5
 

治
正
和
 

年
明

大
昭
ク

ク
ク
ク
 

①児 童 数 及 び 学 級 数 調 

児童数 	 学級数 

	

634 	 12 高等科も含む 

	

797 	 16 

	

764 	 16 

	

984 	 17 

	

1.712 	 30 

	

2.272 	 41 

	

2.494 	 48 
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義
務
教
育
諸
学
校
施
設
費
国
庫

負
担
法
施
行
令
第
三
条
の
規
定

に
よ
る
適
正
な
学
校
規
模
の
条

件
と
し
て
学
級
数
が
お
お
む
ね

十
二
学
級
か
ら
十
八
学
級
で
あ

る
こ
と
。
通
学
距
離
が
小
学
校

に
あ
つ
て
は
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
内
と
規
定
し
て
あ
り
ま
す
．
 

こ
の
規
定
以
上
の
学
級
数
を
有

す
る
学
級
が
あ

つ
て
も
法
の
拘

東
は
受
け
る
心
配
が
な
い
が
理

想
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
規
模
 

分
教
室
が
独
立
す
る
前
の
五
所

川
原
小
学
校
は
、
児
童
数
二
、
 

報
 五
三
二
名
、
学
級
数
四
八
学
級

職
員
数
五
九
名
（
内
使
丁
給
仕

五
名
）
 の
大
世
帯
で
あ
り
、
校

広
 
舎
も
第

一
、
第
二
、
第
三
校
舎

と
名
づ
け
て
三
カ
所
に
散
在
し

第
三
校
舎
の
如
き
は
本
校
を
距
 

市
 た
る
こ
と
約
ー
キ
ロ
に
お
よ
び

す
べ
て
の
連
絡
に
不
便
を
感
じ

た
こ
と
と
推
察
す
る
も
の
で
あ
 

原
け
け
け

い
「
所
川
源
」
浮
破
め
 

轟
鷺
難
難
慈
責
任
の重
大
さを
痛
感
 
」
藻
獲
縄
」一
 

所
雅
難
譲
鷲
雛
誌
一
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五
ゆ
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あ
り
言
い
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J才
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川
 

持
で
一
杯
で
し
よ
う
。
今
ま
で

ー
 
こ
の
た
び
新
発
足
す
る
南
小
 
旺
盛
な
人
を
得
心
強
く
感
じ
 

い
申
し
上
ず
ま
す
o
 

ー

《
 

朔
如
編
議
し

心
か
ら謝意
を

一一
接
錫
総
護
携

詳
舞

鍵
詳
難
或

い
ー
‘
ーn
ー
ー
ー
ーー
一
 

胡
 

二
度

せ
よ
う
と
市
で
は
三
十
五
年
度
の

水
曜
日
で
午
後
一
時

ょ
り
三

田
町
、
栄
町
十
八
旦

日
、
柳
 

規
模
は
前
記
の
と
お
り
で
県
下
 

今
こ
と
に
分
教
室
が
独
立
校
と

「
 

す
o
 

い
ま
す
o
 
!
 

J
『
 

し
て
発
足
け
を
」
と
に
吐
り
は
一
 

』
た
く
し
、

浅
学
非
才
の
身
 
何
分
に
も
、
新
世
帯
で
あ
る
ー
 

し
て
咳
長
先
生
も
さ
ぞ
か
し
肩
一
 

J

ば
あ
る
が
、
さ
い
わ
い
に
 
の
で
父
兄
各
位
の
物
心
両
面
一
 

ゆ
重
荷
●
下
ろ
し
た
な
づ
な
曳
「
 

も
同
僚
教
師
に
研
究
意
欲
の
 
に
わ
た
つ
た
ご
協
か
を
お
願
一
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か
ら
し
め
た
こ
と
だ
と
思
う
も

】
 

い
光
栄
と
存
じ
、
又
責
任
の
 
標
の
も
と
に
学
習
す
る
に
は
【
 

』
」
縄鍵
蕪
灘
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鰯
難
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昭

和
三
十
五
年
度
春
の
大
掃
除

ザ
ー
可

『
郎
7
錦
町
か
七
『
一
庄

ク
緑
 

身
章
子
供

さ
ん
の
 
巡
視
日

程
が
決
定
い
た
し
ま
し

午
后
、
平
井
町
二
十
ニ
日
午
前

の
街
 

ー
 
‘

・
…i
ー
・
；
 
た
。
 
日
常
掃
除
の
困
難
な
崩
所
旭
町

二
十
二
日
午
后
、
中
平
井

ク
五
 
潟

，
申

番
「
日
，
引
4
 

を
特
に
注
意
し
巡
視
日
ま
で
に
町
ニ
十
二

日
午
前
、
敷
島
町
一
】
 

所
川

五
所
川
原
市
福
祉
事
務
所

で
は
必

ず
実
施
す
る
ょ
う
お
願
い
し

十
二
日
午
后
、
下
平
井
町
漆
川

厚
一
 
」
一月
上
」
刊よ
り
身
陣
蹄
書
児
療
ま

中
ノ
‘
 

住
室
］二
十
二
日
」t
前
、
下
平
井

を
月
育
用
淡
折

を
調
設
し
て
お
り
ま

巡
視
日
程
，
一死
町
四
月
十
八
日
 
町
中
川
地
区
鵬
一
冗
二
十二
日
午
一

現
さ

す
o
開
設
日
は
毎
月
第
二
、
四
午

前
、
平
和
町
十
八
日
午
后
、
 
后
、
小
曲
地
区
十
六
日
午
前
 
一
 

「
 

重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
 
誠
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
と
思
『
 

た
こ
と
は
校
畏
先
生
は
じめ諸
》
 

打

ト
交

ゴ
丈
 」コ
司
喬
る

一
 

眼
界
は
る
か
岩
木
の
秀
峰
を
『
 

南
小
校
長
 
高
橋
民
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蔵
を
借
用
し
て
開
校
以
来
八
十
 
た
）
 

七
年
を
走
馬
灯
の
よ
う
に
過
ぎ

去
つ
た
足
ど
り
を
た
ど
つ
て
見

ま
す
と
き
そ
の
進
展
振
り
に
驚

嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
五
所
川
原
小

学
校
沿
革
史
の
頁
を
開
い
て
過

去
と
現
在
の
比
較
を
対
照
し
て
 

見
た
い
と
思
い
ま
す
，
 （
紙
数
 

の
都
合
上
明
治
四
十
二
年
か
ら
 

十
年
ど
と
に
区
切
つ
て
掲
載
し
 

我
々
が
毎
日
目
を
と
お
す
新

聞
紙
上
に
は
生
活
雄
に
よ
る

家
庭
不
和
と
か
刃
傷
沙
汰
、
 

あ
る
い
は
心
中
事
件
ま
で
が

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
生

き
る
悲
し
み
の
数

A
が
聞
か

さ
れ
ま
す
。
 

例
え
ば
失
業
し
た
り
、
病
気

に
な
つ
た
り
す
る
と
今
迄
の

収
入
が
な
く
な
り
反
対
に
出

費
が
多
く
な
る
と
云
う
結
果

を
招
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
単

に
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
職

が
見
つ
か
れ
ば
，
又
病
気
が

快
復
す
れ
ぱ
昔
の
生
活
に
も

ど
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
老

令
で
あ
る
た
め
功
き
た
く
と

も
身
体
が
い
う
こ
と
を
き
か

ず
誰
れ
も
雇
つ
て
く
れ
る
人

が
な
い
と
か
怪
我
や
病
気
の

た
め
盲
目
に
な
つ
た
り
両
手

や
両
足
を
失
つ
て
他
人
の
世

話
で
な
け
れ
ば
毎
日
の
生
活

も
容
易
で
な
い
と
か
或
は
一

家
の
柱
で
あ
る
夫
に
な
く
な

ら
れ
、
妻
が
幼
児
を
抱
え
て

い
る
た
め
ど
う
に
も
な
ら
な

い
と
い
う
場
合
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
 

若
い
人
が
日
を
追
つ
て
年
を

と
る
こ
と
は
人
間
と
し
て
必

ず
た
ど
る
道
で
あ
り
如
何
な

る
人
で
も
さ
け
る
こ
と
の
出
 
 来

な
い
も
の
で
あ
る
が
怪
我

や
病
気
を
し
て
身
体
障
害
者

に
な
る
と
か
、
夫
に
な
く
な

ら
れ
る
と
い
う
と
と
は
前
も

つ
て
わ
か
る
も
の
で
は
な
く

本
当
に
思
い
が
け
な
い
災
難

で
あ
り
ま
す
。
 

〇
i
こ
の
よ
う
な
老
令
．
障

害
又
は
死
亡
が
原
因
と
な
つ

て
生
活
が
苦
し
く
な
つ
た
人

達
は
親
類
、
縁
者
、
知
人
の

世
話
を
う
け
た
り
或
は
生
活

保
護
法
に
よ
つ
て
国
の
保
護
 

を
う
け
る
と
 

り
ま
す
が
、
 

こ
う
し
た
状
 

態
に
な
る
前
 

に
将
来
必
ず
 

や
つ
て
来
る
老
令
や
障
害
又

は
死
亡
と
い
う
思
い
が
け
な

い
災
難
に
備
え
て
功
ら
け
る

聞
は
保
険
料
を
納
め
、
老
令

障
害
、
死
亡
と
い
う
と
き
に

年
金
の
支
払
を
受
け
る
と
い

う
の
が
年
金
の
制
度
で
あ
り

ま
す
。
 

会
社
、
工
場
、
団
体
、
役
所

等
に
勤
務
し
て
い
る
人
達
は

ほ
と
ん
ど
国
民
年
金
保
険
と

か
恩
給
、
共
済
組
合
の
制
度

が
あ
つ
て
す
で
に
年
金
制
度
 
 の

適
用
う
け
て
お
り
ま
す
が

産
業
や
漁
業
或
は
商
工
業
自

営
と
い
う
人
達
に
は
現
在
ま

で
こ
の
よ
う
な
年
金
制
度
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

よ
う
な
一
般
国
民
に
つ
い
て

の
年
金
制
度
を
組
立
て
た
の

が
国
民
年
金
と
い
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
 

O
…
こ
の
国
民
年
金
は
前
に

も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
納

付
し
た
保
険
料
に
基
い

て
年

金
が
支
給
さ
れ
る
の
が
建
前
 

と
な
つ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
建
前
を
ど
こ
ま
で
も
つ
ら

ぬ
く
こ
と
は
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
比

較
的
恵
ま
れ
た
人
達
だ
け
の

も
の
に
な
つ
て
し
ま
い
ま
す
 

O
…
産
業
や
漁
業
或
は
商
工

業
自
営
の
仕
事
に
従
事
し

て

い
る
一
般
の
人
は
会
社
、

工

場
、
団
体
、
役
所
等
は
勤
め

て
い
る
人
達
と
異
り
毎
月
定

ま
つ
た
給
料
が
確
保
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
現
金
収
入
 
 も

乏
し
く
、
ま
た
不
安
定
で

あ
る
人
も
多
い
の
で
あ
り
更

に
は
若
い
時
か
ら
高
度
の
身

体
障
害
者
で
あ
る
た
め
独
立

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
と
き
も
あ
り
、
多
数
の

子
供
を
抱
え
て
い
る
た
め
功

ら
く
こ
と
も
出
来
な
い
し
，
 

す
ご
く
ギ
り
ギ
リ
の
生
活
を

長
ら
く
続
け
て
い
る
よ
う
な

人
は
保
険
料
を
納
め
る
ゆ
と

り
の
あ
ろ
う
筈
が
あ
り
ま
せ

ん
。
 

O
…
納
め
た
と
し
て
も
滞
納

し
が
ち
な
の
が
普
通
だ
と
思

い
ま
す
。
 こ
の
よ
う
な
生
活

能
力
が
乏
し

い
人
達
に
ぶ
ら

つ
く
身
体
に
保
険
料
を
と
い

う
重
い
荷
物
を
背
負

つ
て
あ

え
ぎ
あ
え
ぎ
拠
出
制
年
金
と

い
う
長
距
離
競
走
に
出
た
と

し
て
も
途
中
で
老
令
障
害
、
 

死
亡
と
い
う
場
合
に
立
ち
至

つ
て
も
「
保
険
料
の
納
め
方

が
足
り
ま
せ
ん
の
で
年
金
は

支
払
い
ま
せ
ん
」
と
い
つ
て
 
 拠

出
制
年
金
の
線
外
に
投
げ

田
さ
れ
て
は
折
角
の
国
民
年

金
制
度
の
意
味
も
な
く
な
つ

て
し
ま
い
ま
す
。
 

〇
…
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の

が
無
拠
出
制
年
金

（
保
険
料

を

一
定
額
納
入
し
な
く
と
も

よ
い
）
と
い
う
も
の
で
，
さ

き
の
年
金
の
受
け
る
に
必
要

な
だ
け
の
保
険
料
を
生
活
が

苦
し
か
つ
た
と
か
い
う
事
情

に
よ
つ
て
納
め
て
い
な
く
と

も

「
定
の
条
件
が
揃
つ
て
お
 

れ
ば
金
額
が
少

な
い
が
年
金
を

支
払
す
る
と
い

う
の
で
保
険
料

を

一
定
額
納
入

し
て
支
払
わ
れ

る
も
の
と
丁
度
 

裏
腹
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

〇
：
以
上
が
保
険
料
の
納
入

を
前
提
と
し
た
年
金
で
昭
和

三
十
六
年
四
月
か
ら
先
の
遠

い
話
で
あ
つ
て
国
民
年
金
制

度
発
足
の
際
す
で
に
老
令
、
 

障
害
威
は
夫
と
死
別
し
た
母

子
状
態
に
あ
る
人
々
は
ど
う

な
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
 

こ
の
制
度
が
数
十
年
前
か
ら

始
め
て
い
た
と
す
る
な
ら
嘱

元
気
に
切
ら
け
た
当
時
に
保

険
料
を
納
め
て
拠
出
制
年
金
 
 も

ち
や
ん
と
受
け
る
こ
と
が

出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
が
．
こ
の
制
度
が
昨
年
初

め
て
設
け
ら
れ
た
の
で
今
迄

全
く
顧
り
見
ら
れ
な
か
つ
た

人
達
で
い
ま
と
な
つ
て
は
生

活
能
力
に
大
き
な
差
が
出
来

て
保
険
料
の
納
入
も
お
ぼ
つ

か
な
い
状
態
か
ら
取
り
あ
え

ず
年
金
を
支
給
し
て
そ
の
生

活
資
料
に
役
立
た
せ
よ
う
と

い
う
の
が
昨
年
十
一
月
か
ら

実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
福
祉

年
金
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
福
祉
年
金
の
受
給
対
象

者

（
三十
四
年
中
）
数
は
当

市
に
お
い
て
は
老
令

一
二
o
 

〇
名
、
障
害
】
〇
O
名
、
母

子
一
二
〇
世
帯
と
な
つ
て
お

り
更
ら
に
所
得
制
慶
或
は
公

的
年
金
（
恩
給
扶
助
料
年
金

等
）
そ
の
他
で
受
給
出
来
な

い
人
が
老
令
五
O
〇
名
、
障

害
一
〇
名
、
母
子
入
世
帯
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
人
達
は
殆
ん
ど
去
る
三
月

三
日
各
郵
便
局
窓
ロ
に
て
第

一
回
目
の
受
給
が
終
つ
て
お

り
ま
す
。
 

×
 

×
 

緑の街をつくろう 

市で独自の緑化運動 

二二毎戸に力シクルミ植樹二二 

一「
器
 
国
民
年
金
制
度
に
つ
いて
コ
 

F
老
後
や
災
い
に備
え
ょ
う
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